
基本構想

8



目的・期間・理念

第３次基本構想の策定から20年が経過し、この間、地球規
模での気候変動をはじめ、我が国では成熟社会としての歩み
を進める中、少子高齢化が進展するなど、時代は大きな転換
期を迎えています。
豊島区においても、転入転出の動向や世帯構成の変容に加

え、将来人口等、様々な変化を見極めながら、持続可能なま
ちを実現しなければなりません。
基本構想は、豊島区が「こうありたい」という将来のまち

の姿を描き、その基本となる考え方や方向性を示す最高指針
です。
これまでの基本構想の精神を引き継ぎながら、時代や区民ニ
ーズの変化を的確に捉えつつ、将来の豊島区を取り巻く環境
を見据えた、中長期的なまちづくりの羅針盤です。
ここに掲げる「理念」や「まちづくりの方向性」は、持続

可能な都市として豊島区の新時代を切り拓き、未来につなが
り発展するための、区民や地域団体をはじめ、豊島区に関わ
るすべての主体にとっての共通の指針となるものです。

目的

期間

理念
「理念」とは、基本構想全体を貫く、まちづくりの基本的
な考え方や行動指針です。豊島区に関わるすべての人が共有
する「理念」として、以下の３つを掲げます。

基本構想の期間は、令和７年４月から概ね１０年とします。

① 誰もがいつでも主役

声なき声にも耳をすませ、誰もが平和を享受し、ジェンダ
ーをはじめ年齢、国籍、心身の状況、社会的・経済的状況、
意見や価値観の違い等の多様性を認め尊重し合い、区民一人
ひとりが幸せを感じ、あらゆるライフステージにおいて健康
で自分らしく過ごせるまちを実現します。

② みんながつながる

誰一人取り残さず、子どもから高齢者まであらゆる人をつ
なげ、地域課題の解決にあたるとともに、地域団体、企業、
他の地方自治体等、多様な主体と協働の輪を広げ、みんなで
つくる共創社会や、自律的な好循環が生まれる持続発展する
まちを実現します。

③ 出会いと笑顔が咲きほこる、憧れのまち

多様な表情を持つ高密都市において、先人達が創造してき
た地域に息づく文化や歴史を継承しつつ、地域の個性を生か
しながら、魅力をさらに高めます。
安全・安心でにぎわいあふれる居心地の良い都市空間の中

で、未来を担う子どもたちを地域全体で育み、まち全体に新
たな出会いと笑顔があふれる「住みたい、住み続けたい、訪
れたい」憧れのまちとして、力強く発展し続けます。
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まちづくりの方向性・基本構想の実現に向けて

○ 日本一の高密都市、有数の繁華街を有する豊島区は、多様な人々が住
み、訪れ、行き交います。
◆ 地域で安心して生活できるよう、地域コミュニティの活性化をはじめ、
災害・治安や住環境等への対策を、ハード・ソフトの両面から講じ、地
域と共に安全・安心なまちづくりを進めます。

［凡例］ ○ 背景や地域特性等を包括的に記載したもの ◆ 取組の大きな方向性を包括的に記載したもの

基本構想の実現に向けて

地域と共に支えあう安全・安心なまち

子育てしやすく、子ども・若者が自分らしく成長できるまち
○ 消滅可能性都市の脱却から、その先の持続発展するまちの実現には、
質の高い子育て環境と子ども・若者目線のまちづくりが必要です。
◆ 切れ目ないぬくもりのある支援により、安心して子どもを産み育てら
れる環境を作るとともに、子ども・若者の権利が尊重され、希望を持っ
て学び、自分らしく成長できる笑顔あふれるまちづくりを進めます。
生涯にわたり健康で、地域で共に暮らせる福祉のまち

○ 高齢化の進展や単身世帯が増加する中、孤独・孤立対策等のきめ細か
な支援や、自ら健康を守り育む環境づくりが求められています。
◆ 誰もが心と体の健康が維持された生活を送り、自分らしく歳を重ねる
ことができるとともに、住み慣れた地域でいきいきと暮らし続けられる
よう、本人が望む社会とのつながりや自立生活を支えるまちづくりを進
めます。

豊かな心と活発な交流を育む多彩な文化のまち
○ 地域に息づく祭事・芸能、舞台芸術の継承をはじめ、これまで築いて
きた文化を発展させることは、まちに元気と心に潤いをもたらします。
◆ 地域の歴史や文化を守り伝え、新たな文化を受け容れ続けるとともに、
あらゆる人がより身近に文化を感じ、体験できる環境を整備しつつ、世
界とつながるアート・カルチャーが交差するまちづくりを進めます。

○ 個性あふれる商店街の活性化や多彩な企業の集積、魅力ある観光資源
の発掘と発信は、まちが持続発展するための生命線です。
◆ 世界を市場としたスタートアップを生みだすビジネスの成長と変革や、
地域経済の持続的な発展を促進するとともに、マンガ・アニメ等の地域
資源を生かし、国内外の来街者でにぎわうまちづくりを進めます。

活気とにぎわいを生みだす産業と観光のまち

○ 高密都市だからこそ、限られた資源を有効に活用し、環境負荷の低減
やみどりを守り続ける責任があります。
◆ 多様な主体が相互に協力しながら都市のみどりを育み、清潔で美しい
まちを創出するとともに、脱炭素地域社会づくりを推進し、良好な環境
を次世代へ引き継ぐまちづくりを進めます。

共につくる地球にも人にもやさしいまち

誰もが居心地の良い歩きたくなるまち
○ 交通結節点の池袋を起点とした、誰もが安心して快適に楽しめるまち
づくりが喫緊の課題です。
◆ 次世代に誇れる魅力ある都市を創出するとともに、池袋駅を中心に各
地域の魅力あるスポットを結び付け、区内全体を回遊性が高く、誰もが
安全で歩きやすいまちづくりを進めます。

「めざすべきまち」の実現には、区民の声を受け止め、政策を形成するた
めに、考え抜き、力強く最後まで成し遂げることのできる職員と組織が必
要です。
これに加え、将来を見通した健全で安定した財政基盤を、事業の再構築

を繰り返すとともに、職員定数の適正化、計画的な公共施設の改修等によ
り盤石とし、持続しなければなりません。
さらには、日々進化するデジタル技術を最大限に活用し、区民サービス

を向上しつつ、区民と区双方での情報コミュニケーションの強化やまちの
ブランド力を高める戦略的な情報発信に取り組みます。
また、基本構想を実現するために、豊島区の計画体系の最上位に位置す

る区政運営の基本的指針となる「豊島区基本計画」と、基本計画に示した
施策を具体的な事業に結びつけ、実行するための年次計画を策定し、着実
に施策や事業を推進します。
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